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研究成果の概要（和文）：　教育実践現場やその隣接関連領域の現場で、教材開発研究とその実践を組み合わせた、教
員養成のための新たなPBL教育カリキュラムの開発を模索した。開発したPBL教育モデルは、先行研究や実践活動で実績
のある拠点校（５校区）を中心に、現場との協働において教育実践に活用された。さらに、海外の教育現場での学びを
実現する海外実地研究型PBL教育を導入した。得られた成果は、学会発表（45件）・論文発表（29件）として公開され
、関係研究者の評価を得た。

研究成果の概要（英文）： Problem/Project based learning models composed of educational research and practi
ce for teacher training are developed in the fields of education and adjoining regions. The developed PBL 
models were put into practice in the cooperative 5 base schools and international studies of teaching in p
ractice (Tianjin, Aukland, Hawaii, etc.). The results of this research were reported as 29 papers.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 これまで本研究グループは、2006・2007 年
度、2008-2010 年度にわたって、科学研究費
基盤研究(B)の助成を受け、「教員養成型 PBL
チュートリアル教育のためのシステムおよ
び評価法の開発」をテーマとした教員養成学
部における PBL 教育の基本的なコンテンツ
の開発と、「デマンドサイドのニーズに即し
た教科領域を超えた教材開発と評価方法の
研究」をテーマとして、教育隣接関連領域の
実践現場での課題や児童・生徒のニーズに合
わせた教材とその評価方法の開発に関する
研究を進めてきた。ここで得られた成果は、
国内外の学会を通して発信するとともに、日
本教育大学協会の研究論文『PBL 教育を媒介
とした「現場」と「大学」の往還関係の構築
と評価システムの開発』や三重大学版
『Problem-based Learning の手引き－多様
な PBL 授業の展開－』および『PBL 実践マ
ニュアル－事例シナリオを用いた PBL の実
践－』、さらに評価方法としては『パフォー
マンスアセスメント（PA）実施マニュアル』
などにとりまとめ、具体的な高等教育の方法
を提供してきた。 
 このような研究成果の公表ならびに関係
機関・研究者との交流を進める中で、新たな
高等教育研究の可能性が明らかとなってき
た。そのひとつは、学生が教員と協働して教
材開発研究に取り組むことで、主体的に研究
を推進する力を付けていることである。特に
学会等において研究成果を発表し教育研究
者と交流する際に、他大学で進められている
同様の実践体験型の取り組みから、その方法
や特徴・地域性に共通点と相違点を発見し、
自分たちの活動の意義を再確認している。こ
のような実践体験型 PBL 教育を現場での学
びだけにとどめるのではなく、さらに深化さ
せるための教材開発と評価方法の研究とし
て進め、研究発表というプロジェクト型 PBL
教育に発展させるような、新たな高等教育方
法の可能性を探る必要がある。 
 もうひとつは、海外の教育現場での学びを
実現する海外実地研究型 PBL 教育の可能性
である。三重大学教育学部は中国天津師範大
学と合作弁学協定を結んでダブルディグリ
ー制度を確立し、強力な連携体制が整ってい
る。これを一つの拠点として、中国での海外
実地研究を数年に渡って実施してきた。これ
により、学生が海外の教育事情に触れ国際感
覚を養うだけではなく、自分たちの受けてき
た教育を相対化し、次世代の教育について考
える機会を得ている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、これまで進めてきた教員養成
型 PBL 教育に関する研究と教材およびその
評価法の開発に関する研究とを統合し、教材
開発研究とその実践を組み合わせた新たな
PBL 教育を導入した教員養成カリキュラム
を開発するとともに、その有効性を研究する

ことを目的としている。実践現場としてこれ
までに構築してきた連携支援ネットワーク
を活用するだけでなく、新たな学校教育現場
や海外の拠点を開拓して、実践体験型 PBL
教育を実施すると同時に、海外での教材に関
する情報を収集・分析することで教材開発の
力量を養成するカリキュラムを模索する。 
 さらには、海外実地研究に代表される、国
を超えた教育研究を推進することにより、日
本の教育方法や教材の現状との比較検討が
でき、今後の教育研究に新たな視座を提供す
るとともに、これに参加する学生の変容を追
うことで、海外における実践体験型 PBL 教
育や異文化交流の教育的効果を明らかにす
ることが期待できる。 
 
３．研究の方法 
 これまでに開発された教材を基に、連携支
援ネットワークを構成する拠点教育機関を
中心に実践体験型 PBL 教育として教育実践
を進め、そこでの学生の変容を明らかにする
ことから、実践体験型 PBL 教育の有効性を
検討する。また、海外実地研究による PBL
教育研究として、これまで実績のある中国天
津師範大学での実地研究を開始し、タイのチ
ェンマイラジャバット大学とチェンマイ市
内の小・中・高等学校などの教育事情や教材
に関する情報を収集・分析する。また新たに、
ニュージーランドオークランド大学教育学
部との連携による理科教材の開発や、米国ハ
ワイ州 PNO との音楽教育に関する連携など、
新たな海外連携拠点を開拓する。最終的には、
実践体験型 PBL 教育をカリキュラムに取り
入れ、その有効性を評価・検証する。 
 
４．研究成果 
 2011 年度の研究成果としては、次の４つに
まとめられる。まず、実践体験型 PBL 教育
研究の推進である。具体的には、県南部遠隔
地学校区における授業実践体験活動、保幼小
中連携モデル校区における放課後学習支援
および文化祭支援活動、小規模特認校区にお
ける授業観察活動等である。また、附属学校
および大学隣接校区を中心に、小学生を対象
とした調理実習を中核においた食教育カリ
キュラムの開発、中学校家庭科食物分野およ
び保育分野における食教育の教材開発を教
育学部学生、現場教員と連携して行った。２
つめは、海外実地研究の推進である。中国天
津師範大学日本語教育コースとの連携によ
る授業観察と、オークランド大学教育学部と
の連携での海外の教育制度や教育現場の視
察を中心とした教育研修を実施し、海外実地
研究の可能性とカリキュラム上での位置づ
けについて検討した。これら海外実地研究を
導入することにより、自国の教育課題の相対
化を通じて視野を拡大するばかりでなく、主
体的学習力の向上や、教育に対するモチベー
ションを飛躍的に高めることが明かとなっ
た。３つめは、教育学部内での PBL 教育授



業の改善に関する研究である。現場での実践
的な学びだけでなく、大学内で開設される授
業について、現職教員による具体的な教材開
発方法の指導等を組み込んだ「総合的な学習
の展望と実践」を新設し、その内容をまとめ、
各教科の内容を起点とした総合学習（数学、
音楽）、またテーマを総合的に追究する学習
の展開等を解説した冊子を作成した。最後に、
教育方法およびその評価方法の開発に関す
る研究を推進した。初年次教育という観点か
ら、PBL 教材の開発を行いテキストの作成を
行った。また、PBL における協同学習という
観点から、そこでの行動を評価するための
Rubric の作成を行った。 
 2012 年度は、これまでの連携を推進して
きた教育隣接領域の現場において、PBL 教育
研究の深化を図るとともに、新たな連携先の
開拓を行った。具体的には、県南部遠隔地学
校区における授業実践体験活動では、学校区
の合併に伴い新たな幼稚園での実践を行う
とともに、教育委員会と連携し小・中学校区
を変更して活動を継続するよう交渉した。小
中連携モデル校区における放課後学習支援
および文化祭支援活動では、プロジェクト実
践型の PBL 教育モデルの意義を明らかにし
た。小規模特認校区における授業観察活動で
は、海外の教育方法との比較研究を行った。
附属学校および大学隣接校区との連携では、
食教育や家庭科調理技術を向上させる授業
の開発を進めた。海外実地研究の推進では、
中国天津師範大学日本語教育コースとの連
携、オークランド大学教育学部との連携に加
え、米国ハワイでの音楽療法教育に関する海
外実地研究を、現地 NPO 法人との連携を図
り実施した。海外実地研究を導入することの
意義や成果を確認するために、現地 NPO 法
人研究者を交えてシンポジウムを開催した。
教育学部内での PBL 教育授業の改善に関す
る研究では、他の科研研究グループと連携し
たシナリオ型PBL教育モデルの開発や、CST
事業および免許更新講習等の授業実践を通
して、新たな教材開発も推進した。また、小
学校教育にものづくりに関する授業実践を
導入するための教育研究を進めた。教育方法
およびその評価方法の開発に関する研究で
は、協同学習における協同技能の評価 Rubric
を開発した。これらの成果は学会等において
発表している。 
 2013 年度は、これまでの PBL 教育研究の
成果を基に、大学院授業の改善を図った。特
に大学院カリキュラム改革の根幹となる研
究科領域共通科目『理数・生活系教育領域特
論Ⅰ・Ⅱ』等において、教科横断的な教材開
発力の育成を目的とした PBL 教育を開発し
実践した。また、『理数・生活系教育領域特
論演習Ⅰ・Ⅱ』等では、現場のニーズに合わ
せた『教育実地研究基礎』などの現場実践型
の PBL 教育科目に大学院生がチューターと
して参加する形態の授業など、本科研補助事
業の研究分担者がそれぞれの開発した PBL

教育研究授業を提案・実践した。 
 また『教育実地研究』等により、県南部遠
隔地における授業実践体験活動では、教育委
員会と連携し新たな学校区の幼稚園・小学
校・中学校において、学生による開発授業の
実践を行い、それまでの９年間の成果を研究
紀要としてまとめた。さらに、附属学校およ
び大学隣接校区との連携では、食教育や家庭
科調理技術を向上させる授業の改善を図っ
た。附属幼稚園において開催されている卒園
児保護者が運営する未就園児保育の会の内
容の一部に，学生が企画運営する機会を設け，
新たな PBL 教育実践を始動させた。海外実
地研究型 PBL 教育モデルでは、オークラン
ド大学教育学部における学生の海外教育研
修を 3 年間実施し、教育改革の進むニュージ
ーランドの小中学校・高校・大学における課
題解決型授業に触れた参加学生の教育意識
の調査を行った。小中学校理科教育における
ICT 機器を活用した PBL 教材に関しては、
CST 事業や教員免許更新講習等において実
践することで、現場教員から意見聴取を行い
評価を受けた。PBL 教育の評価については、
幼児教育に関する PBL 教育実践に取り組ん
だ学生の保育を捉える視点がどのような変
容を遂げていくのかを検討した結果、3 年次
後期は学習者としての意識が強く、4 年次後
期には保育を担う実践者としての自覚が芽
生えていることが明らかとなった。「特別支
援教育入門」の現状と課題を明らかにするこ
とを目的として質問紙調査を実施した結果，
受講学生は概ね授業に満足し，授業後の興味
関心も高まっており，「特別支援教育入門」
の開講意義が明らかにされた。 
 これらの内容は、学会審査論文、大学研究
紀要等にまとめ発表している。 
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